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細胞の反応特性.日本視覚学会冬季研究会
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分子生理研究部門 ､

器官調節分野

林 基沿･日付文夫 ･大歳 聡 ･清水慶子

研究概要

A)霊長類脳内生理活性物質一分布特性と発生･

発達･加齢一

林 基沿･大平耕司l)･光永捻子2)･河水慶子

(1)脳由来神経栄養因子(BDNF)の受容体(Trk

B)に対する抗体を用いて､マカクサルの中枢神経

系におけるTrkB含有細胞の分布と形態および発

達について調べた｡成熟期では油周の秤粒細胞､

CAlからCA4の錐体細胞､大脳皮質II､lII､Ⅴ眉

の錐体細胞が陽性であった｡さらに胎生140日

からTrkBを発現する細胞が認められ､BDNFが

胎生期から作用していることが碕紐された｡

(2)マカクサル大脳皮質におけるTrkBの発達を

ウェスタンブロット法で調べた｡仰報伝達に関与

する受容体は､胎生120日から成熟期までほぼ

一定して発現していたが､情報伝達に関与しない

受容体は､生後以降より多盈発現し､BDNFの作

用が生後から抑制されることが予想された｡

B)微小屯極法およびパッチクランプ法による筋

肉細胞膜の機能発現に関する電気生理学的研究

目片文夫

C)ー生殖機能の中枢調節機構に関する研究

大蔵 聡

雌性動物の生殖機能の制御機構について､ニホ

ンザルをモデル動物として用い､罰静脈田匠カニ

ューレによる連続頻回採血法lこより焚体形成ホル

モン (LH)のパルス状分泌を指標として解析し

た｡その結果､月経周期を回帰し､卵胞期にある

と推定されたサルでは活発なLHパルスが観察さ

れたのに対し､周mが停止していた個体では明瞭

なLHパルスが見られなかった｡このことから､

ニホンザルにおいても血中のパルス状LH分泌勤

1)大学院生 2)研究支援推進員



態は性腺機能の指標となることが明らかとなっ

た｡また､卵巣除去サルでは/Uレス状LH分泌の

高進がみられること､エストロジェン代償投与に

ょりLHパルスの抑制が起きることを明らかにし ＼

た｡さらに､心理的 ･物理的ストレスなどの種々

の環境因子による性腺機能の抑制機序について検

討を行った｡

D)霊長類の生殖リズムの発現に関する研究

清水慶子 ･光永捻子2)･林 基治

(1)マカクザルの成長に伴う性腺系の変化を知

るため､視床下部一下垂体一性腺系に着目し､胎

生期から性成熟に達するまでの血中生殖関連卒ル

モン肋態を調べた｡また､併せて視床下部､下垂

体､性腺の組織学的解析を行った｡さらに､ニホ

ンザルの季節繁殖リズムの発現機構を明らかにす

るために､社会.環境要因の関与について検討を

行った｡

(2)合成プロジェ'ステロンを用いたニホンザル

の排卵抑制法を検討し､屋内飼育および野外の野

猿公園の餌付け群に応用した｡同時にこれらの方′

法が性行動に与える影響について解析した｡また､

野外における尿および糞からの生殖関連ホルモン

測定法を開発した｡

E)マカカ属サルの繁殖特性

光永総子2)･汚水慶子

性行動と性腺関連ホルモン動態との関連性を,主

としてニホンザルについて研究してきた｡更に,

繁殖季節性,授乳による性腺機能抑制やアカンボ

ウの発達に着日し,ニホンザル,アカゲザル,カ

ニクイザルの繁殖特性の種間比較を行っている｡
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